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１．はじめに  
近年，農業流域における河川水質の悪化が顕在化しており，その改善策の確立が急務と

なっている．とくに降雨時には，平水時と比較して多量の汚濁負荷が短時間に流出する．

降雨時の汚濁負荷を減少させることは，水環境を保全する上で重要であるが，負荷削減対

策は容易ではない．自然状態の河川は，汚濁物質の流送を抑制する機能を有しているとみ

られる．この機能が実証されれば，水環境保全を目途とした河川整備計画を策定する上で，

たとえば自然流路の維持や近自然工法による改修がきわめて有効な手段となり得る．  
本報告は汚濁負荷が流入･流下する自然河川を対象に，降雨時の実態を調査し，緩衝機能

を評価したものである．   
２．調査  
調査は，北海道十勝管内音更

町に位置し，（独）家畜改良セン

ター十勝牧場を貫流するパンケ

ウレトイ川で実施した．本河川

の上流域は大部分が畑地として

利用されている．そして，河川形態は 3 面装工・直

線化された改修河川である．一方，下流域は牧場の

敷地内に属するものの，そのほとんどが林地であり，

河川は自然の状態を呈している．流域全体では，上

流に農業流域（Pu 流域），下流に林地流域（Pd 流域）

が展開する複合型土地利用流域である（Table 1）．  
 調査期間は，2001 年 5 月から 10 月の 5 ヵ月間で

ある．調査方法は，農業流域を経て自然河川区間に

流入する上流地点(pu)，および自然河川区間の最下

流点に当たる下流地点(pd)，の 2 カ所に自動採水器，

水位計，雨量計を設置し，降雨出水時における河川

の水質・水文状況を観測した．水質分析項目は，T-N，

NO3-N，NH4-N，PO4-P，T-P，SS である．  
３．結果と考察  

T-N，T-P，SS について，両地点で同時に観測さ

れた 9 出水の流量加重平均濃度(Cave)を Fig.1 に示す． 
なお，T-N，T-P の大部分は，溶存態成分である  

 

Table１ Characteristics of investigated watersheds 

流域名  
（地点名）  

流域面積  
[km2] 

畑地  
[%] 

林地  
[%] 

その他  
[%] 

河川長  
[km] 

Pu (pu) 4.42 79.3 13.3 7.4  7.15 
Pd (pd) 1.98  7.0 93.0 0.0  3.63 

Pu + Pd (pd) 6.40 56.8 38.0 5.2 10.78 

北海道大学大学院農学研究科（Graduate School of Agriculture，Hokkaido University）   
キーワード：農業流域，自然河川，降雨出水  
 

Fig.1 Comparison of Cave on pu and of pd 
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NO3-N と PO4-P によって構成

されていた．  
両地点の T-N，T-P の Cave を

比較すると，大部分の出水で pu
の Cave が pd より高い値を示し

た．農業流域を流下してきた河

川水は，自然河川区間で濃度低

下することが明らかとなった．

Pd 流域は大部分が林地である

ことから，汚濁物質の発生源が

少ないため，降雨による Pd 流域

からの河川流入水は良好な水質

であると考えられる．すなわち，林地からの流入水によって河川水が希釈され，pd の水質

濃度が低下したと推察した．  
一方 SS については，大部分の出水で pd の Cave が pu を上回った．これは，つぎのよう

に考える．平水時や流量低減時には，流速の低下に伴って懸濁態成分が沈降・堆積，植物

体による捕捉などによって自然河川に貯留される．このような SS 成分が，降雨時の流量

増加に伴って再流送されること，また河岸の洗掘，林地流域からの SS 成分の流入によっ

て，自然河川下流端 pd の SS 濃度が増加したと考えられる．  
T-N，T-P，SS について，調査期間中に発生した 21 出水の差し引き負荷(ΔL＝ΣLpd－

ΣLpu)を各出水別に示す(Table 2)．各出水の総負荷は，LQ 式(ΣL=aΣQn)による推定値で

ある．  

調査期間中，ΔL の合計値は，T-N では 6,987[kg]，T-P では 31[kg]，SS では 849,904[kg]
であり，いずれの合計値も正の値である．すなわち，調査期間全般にわたる降雨流出に対

しては，自然河川による汚濁負荷の減少は認められなかった．また，SS については農業流

域からの負荷に加えて，林地流域からも多大な負荷が流送されていることが明らかとなっ

た．  
調査期間中に発生した全 21 出水中 T-N では 6 出水，T-P では 13 出水，SS では 3 出水

について，ΔL が負の値を示したことから，自然河川による一時的な負荷の減少は認めら

れた．しかし，ΔL が大きな値を示した事象が 9 月 11 日（ΣR:124mm）に発生した．こ

の出水の pd での総負荷は 6,915[kg](T-N)，123[kg](T-P)，787,743[kg](SS)であり，調査

期間中に pd から流出した総負荷量のそれぞれ 31%(T-N)，23%(T-P)，87%(SS)であった．

このことは，出水時の負荷が自然河川区間で一時的に捕捉されても，まれに発生する大規

模な出水によって，一挙に下流へと流送されることを示している．  
４．まとめ  

自然河川区間による汚濁負荷の流送抑制効果は一時的なものであり，長期的には農業流

域から流入する汚濁負荷が下流域に流送されていることが明らかとなった．しかし，N，P 
成分の濃度についてみると，大半の降雨出水において，自然河川を流下することで低下し

ている．それゆえ，流域の生態系や水環境を保全する上で，自然河川形態を維持すること

は重要な意義があると考えられる．  

Table 2  Comparison of load on pu and pd 

 


